
下総佐倉油田牧跡（香取市）の
国史跡の指定について

（金）に、国の文化審議会は、令和元年６月２１日（金）に、
「下総佐倉油田牧跡」（香取市）を史跡に指定する
ことを答申しました。

史跡に指定された理由
○千葉県北東部に整備された佐倉
牧のうち北東端に位置し、外周
を囲む野馬土手や内部を仕切る
勢子土手等の遺構がよく残る。
○放牧した馬を集める野馬込の構
造が、近世の絵図とほとんど変
わらない状況で残る。

「下総佐倉油田牧跡」が史跡に
なると･･･
○近世牧跡では２件目
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墨古沢遺跡（酒々井町）の
国史跡の指定について

（金）に、国の文化審議会は、令和元年６月２１日（金）に、
「墨古沢遺跡」（酒々井町）を史跡に指定すること
を答申しました。

史跡に指定された理由
○後期旧石器時代前半期を特徴づ
ける環状ブロック群が残る。
○南北約７０ｍ×東西約６０ｍと
日本最大級の環状ブロック群。
○石器組成や石材組成から、移動
や生業等、旧石器時代人の社会
の在り方を知ることができる。

「墨古沢遺跡」が史跡になると･･･
○旧石器時代遺跡では県内初
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国の文化審議会は、令和元年６月２１日（金）に、史跡
「内裏塚古墳」（富津市）の一部を、史跡に追加指定する
ことを答申しました。

今回の史跡追加指定
○周濠の一部３８３．３８
㎡を追加指定する。

（写真の赤線部分）

史跡内裏塚古墳とは･･･
○５世紀中葉に築造された、
墳長１４４ｍ、後円部径
８０ｍ、前方部幅９０ｍ、
周濠を含めた全長１８５
ｍをなす、南関東最大の
前方後円墳。

○後円部に竪穴式石室が２
基あり、鉄製武具や農工
具が出土している。

○平成１４年９月２０日、
県内２３件目の史跡指定。
平成２１年７月２５日
平成２３年２月７日
平成２６年３月１８日
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史跡内裏塚古墳（富津市）の
国史跡追加指定について
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